
箇躍的側首論i魁舗句柄俗、時判節磁調申、都民幹線地問明。何百駒込鳥羽崎州知^'略畑山似釣蜘尚-~".骨柄臥以量点、J国産お.. 喝世押私崎彪制悼"属何凋昨柳e山~，柑刷d叫ん占掃駅，見通拘置換師陣，~司"駒内ゆが執句、ず胸骨句ぷゐ咽叫#胡"，-0旬、必検品..o -'C"'... 点婦がγ 、川憎む蜘地中沼鴨川

J 九

九り曜夕

均 一 円 . ， . 向 山 切""'P;唱;:':;.-.1I"，!J; ，，，，，，，町内 M 和ポプ唱をが"九九~....，場男同九...，哨内Pみや.てた4出μ時恥領地句智子~仲町~"f;'~申叫叩-.... 辺諸醐切画眼輔自芳明騨臨時炉灘1IIl.JlllfJ，'.. 町

ト査の生活!ご埼くれもど¥ぺき寺町しι ヰヰ41i 4~尋金 I J:、

11--1人のくらld)仲℃ と竹!)謀者争℃渇り、:!n之、、さもうね¥

小 :r~吟也、、 ゐ占 -司i
 

f
z
 

挙 ¥ i只!l9 管持番 tプ民芸員 1務 tf)7¥C fl)秀島r令表土人 ρ"'5

え 5f れ Yミ堆い 立 h件 Liγ.'~'拾う{士 I~

i宝物)( あいめ〉必¥

やぶの恥二人q寺再。ヤ.3<め浄 ;τ!古代金ナf~

TMtf [: 1"オ {γ

高ιいろ， ，λ宅て

吃トヲ ひきおこ L-1もい

I~許れすか ¥ 、
、、

ぐ
寸

晶

~ ¥ ~いもる

42 問、む i守ピの時: 合そし下'，fJ

き につめレ A宇多-f、兵ニ j;; 告

j 

ζk 斗ふぷ r"，f i'. 
市町

ー右肩t~号炉
，、通

常手 p 

" 

!合 S九 }宗十 ~.1. k 

ヲー~t't

〉
c/  

伶 めつやジid父つど ;!F"" "-

-T享二5 4 t

日一み密

ま

肉、

¥¥¥、とこ

'iレ伍

ま)

{事

¥ ¥ 
"，句

H 

CJl 17，込T2t貯はと ゴE@
、
色、、

1'，まじ主〉罪iょうJ と ?とべ
高

句、町 j士

とこう i苦フ乙し苦しい_"c 

え
ヲ

山

、与

日ゆ均一 _~r 
ぞ;'."一台、 ハー
と'~，し



とです♂ { 

r 喝事

コカ〆 i九む(.>λ 必 シ Z
ゾー

た百かえら

QJJ !:tミf てヲダペ i

ザゥ与 帯、唱す九下 L
J
A
d
 

ひやれどい士、 州?

? ?と♂

ず
zf 治戸〉バ…殺ぜ A

¥，¥''[ r iJj ~?すも ぜ守子

ι 省、、

Vl ，'"f， 
;。 乏引く t~

うようド!?5 日ことを

i)iむと z' L芝、¥きごと iぎ

A 

¥4主、j 

rt 

めす¥ 点 や今手

ち54 iぐら lv) マ7.:' ぷ/~ャァ{，:

i~ 也、
しせい

ぐ
N' ¥ 

;1 
'¥ 1 ~ iさとと、

、見 ¥ l会勾1 iコT ぶ毛 γγ 

戸ヴ t 、
~ 

." a J困

iノ jうにい て マh
f
r

、

&々
4 

行¥ ¥¥えヘマエ

円/' ~~ 

" 

ば十 内 1; とと
e 

ハ



いて¥、ムと も

LYヤピャー噌

ゴミ qτvt私われて

手丸、 ~vhτ ì:;. i 

/払 ωむ会話各

ri:n; 号、

ミ(J) r，t 少

持十 ¥-1 〆と

Mヲ

ふt ひ11.:竿 rイ

し…

，，1下 手?な

守れれL仏い iT吃

?ム
爪 f

{i L 17. i民めれで、 (/'1 

::~ ;ふら f芸品 ァド~，>十苓も ヲ

t: 1 ~コていきがj ずぜ 、)デ?て

さも !iJI♂ 
ず

一、 k

r"〆 9

日手，>.〆で 1，'1 rミ !:わや.~ト

e_ ¥--Z>弔問 立持AK11 子うし寄伊れt、

て，t，Sヤグ ρ'¥， ~事') "t、ι 河北

ι ì:..， la下舟的う~ f=-1;の 10'ブ'乙しめJ;嘉されれ下どいてが→、三γ

ど奇て、 んrk仁 最 (J':' うや

との 4cnJむ

宅子

t JJも

子~~毛

./止しニマ〆思 J不自治

ヰ五色与のは 4 3五'Iのこと?とιう包 手助ら>('-'弔

:夫人 も の若乃雪、、とオ仁 1τ入る， 者弘幸 <:::.1，c~ ? 

の¥ 古匂 ょう

Lの塾、 呼気議 i事怜ち之111三 訴 は 党 か / 的 丹 市 花 F咋芸

誌援し、ゑtいれどJU忍と-1¥ 段、しれあげイウfレげる事

I [こ釘 Lz 格下一年四似づ、手まひ之?

円七 n. 之い グ1Ii脅¥'Iざるか{ニ

:1) t 工

， ~ 
に



A

べψ
F

1ーも有 ，. 、勺、九、、 F '，' 
止

()よ

今*-'"tysiιモいや〔之〈

ム革命 ζらしめふめ ζ で二札〉

島事部 千手九 いとラ1:¥¥ ，7) 1二と

のむ "(p"?ζIjし手II日 i';f，仁、め3と、

ト台ぐ事てられて

く、、人J警を L乏い?とめでふi

=J:，しTじき 主こ乙 l二 ベフ王、

吃'IVl1::.、とヲ乙もあっか

じ i乙事t".，T之

でも特弘前方 i乙τ芸品と U 

古寺L

ンお (;7'; 

〈

/¥十もバ:シ1守ヒ、 :zz ぷ台り 1三τ二、 そy1d五t二i二

と竺(乙， J:f::了1ぢ {て薄てミム

もう存ム;(aも持ないと ズと して

的 二つ 2

イ手ユヒ〆i七時事Lち{守 γ11とい与

い手作。川、¥'乙 JA納品 L之もら(，白手(:…

も苛乙てつ炉事，)

民争
， Iく



す、

?号さ

、守;，~刷結 '-'-1' 

) 旬 i-コ
1 円、

らしい

い。 選後平野で残るとしたら、最後の水

くださる元県職員の方もいて、たい

くださった方々は、地元重信町の 51'牛をはじめとし

いたるまで広範揺にわたっていて、 「す拭らしいこと
、...'il~~

9 j 、 ヮてくださいj と口々に賛開

紙に いたメッセ… 。

いたしました。いつまでもこの美しさが続いていくよう

っていますの

っていた泉とは違っているようですが、生まれ故事事にまだこのような

いな水が欝き出ていることを知り、とてもうれしく患いました。

しん噛。

日生まれで、重信mの泉の水をj歓み、捷濯をして、主主いで育ちました。

は、野兎がいました。聖子ぶどうが熟れ‘きのこが生えていま

今の故郷のあまりの変貌ぶりが悲しく、基参りにl帰るだけでしたα 次

れて泉に行きますc 守ってください。子離のためにつ

jiiぞいの泉には以前かち興味を持っていました。地留を片手に告

しだとともあります。重信用ぞいの泉について向か資料

したら、ぜひお教えください。

一、つ一つの小さな声の和を拡げる努力にエーんを送むます。ぞれが小さ立:石

一一つぐむ投げ掛けであっても水面に輪が拡がるごとく伝播してゆく事でしょう e



安議封鎖

一
影
-
泉
保
荏
ヘ
絵
は
が
き

一
璽
主
収
益
を
。
基
金
。
に
活
用

一
撮
泉
郡
重
傷
町
田
窪
の
一
三
自
然
を
保
存
し
よ
う
と
、
主

一
ケ
村
(
さ
ん
か
そ
ん
)
泉
の
一
婦
の
グ
ル
ー
プ
「
章
一
信
く
ら

し
の
学
習
会
」
(
丸
井
美
恵
子

一
代
表
)
が
泉
の
絵
は
が
き
を
作

一
っ
た
。

一
販
売
収
益
を

H

泉
基
金
u

と

一
し
て
環
境
保
全
に
活
用
す
る
考

一
え
で
、
丸
井
代
表
は
「
農
家
と

一
交
流
し
な
が
ら
一
緒
に
保
存
を

一
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

一
い
る
。

一
一
一
一
ケ
村
泉
は
同
町
牛
淵
、
北

一
野
田
、
南
野
田
の
一
一
一
地
区
の
農

一
業
用
水
の
主
水
源
の
一
つ
。
清

一
流
の
昆
虫
や
魚
が
生
患
し
、
多

一
様
な
生
態
系
が
守
ら
れ
て
い

一る。
一
三
年
前
か
ら
泉
を
撮
り
続
け

一
-
て
い
る
松
山
市
内
の
写
真
家
白

一
思
毅
史
さ
ん
守
一
一
一
む
に
写
真
を
依

一
頼
し
た
。
絵
は
が
き
は
、
六
枚

一
一
セ
ッ
ト
(
一
一
一
百
五
十
円
)
で
、

一

千

部

つ

く

っ

た

。

一

-F

一
鮮
や
か
な
様
の
中
に
ハ
グ
ロ
「
一
-

十
ト
ン
ボ
や
ヤ
ゴ
、
カ
ワ
ム
ツ
を
五
町

写
し
出
し
て
い
る
。
開
会
は
環

Z
A叩

境
関
連
の
催
し
な
ど
で
売
っ
て
一
零
h

い

く

。

一

泊

申
し
込
み
は
、
丸
井
代
表
日

τ

一
電
話
0
8
9
9
(
6
4
)
0
8吋
A

一2
8
0

一

角

酔

繍
伊

(¥ゾ5)

はつ霊

室三ぎ
たら
三し

誌
の会
緯が

rI¥ 
i国 j
} 

s 



おかい



め警 e I 臨」ぬ J鈍 m ト(二号itら

亀翼 (:持守的品、¥)問、じめ、 料、仁:;'1 乱も{二 I'dt.雨前 t命 j

ふ?と〆慌の持キbÇ島勾ちとき礼拝とfんすJ:[二再~担ふう、ヲ 2 も いごらす'.1't)めi乙1

定Jt私から下??レ!干2争各!ユうていふ ~jそ?ゐ i与私争 L 主 るキあ〉めλi仏二長R論富官ず‘m、綜制主と

¥1パ奇イ椅詰IJC 1 声1卒F五1)1J¥' わさざぜ、守、包 7た{ロtト、い、，{)てみ兵弁十干正乙ひ、竹可 とのこじ (:; 

5諸吃併〉鴻滅露純之幻百ち川ι日き iに二 )沖く持号め岬革勢恥乙苛を 佐，1.てわか叶tい斗1ι吾い与 l(く λ牌{侍草 、ιI晶鉢尋も吟舎飢品仲f泊;ごし

Zむ1い¥~ c 日不下杯、{二日ぐかりな(引先経常埠がになわれてお時iえ

で恒三〆匙三時ヲ弘、芸 者JめfIit1¥ 1-¥ ~ ::lど耳 u)[::' !O:r手 bかるもい

+'::自体ゐ仁る 71乙!言(こぶ') 丈三主コシヂトトr~引く iこ革主主的;和心事さ

れず¥11ι拘もいiJζ古る。 iJl鳥程偽めごとむ 4生協と協しめl"t

が‘乙今日"'iJ-'乙とを主う l，t<1己主!ぷ 仁、やま震としカ¥長もない却下山

古色稜f撃を やづと iずるめ{こヤゥきと r~ ゥている〉 ( y. H ) 

9 総，'~(hJ-，\ b i今q:-:; 之38(11') r判、!と001¥，.1

器す 主て: j'iマ ドア 't; 

と。 I今q5め !こ Jフぃc '" 
、3

モ州立?連合主的時長『恥?三1)、 叫ヲ こどを弘吉註(会主〉、 r:ゾ)l~(f，

司官官F

ぐ二三ょの今審会合思 する でら してわ¥;1 品与を!立

三とひらを〉肉祭 仇ふ←合ち主め;21Z1む∞内で毒 v
いコで、も

3弘、関内~h
，; 

く'?

64-Cl~手之宏司

も! t̂" 

'f~-'t.:'岳写打 叫'"， し 乙寺ν;ぎ 恥， 4をく


